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1930年代ア ジアにおける帝国支配の
諸相をめぐって
渡 辺 昭 - ・
本日のシンポジウム 「アジア世界における大英帝国と大日本帝国」 を
企画するにいたった経緯について, 次の二つの点に注日しておきたい(''。
ーつは,2l世紀に突入した今,20世紀が歴史研究の対象となったこと
か ら,20世紀的世界をどのように捉えるべきかという新たな歴史課題が
登場したことである l 2'。21世紀に入つてはや 5年が過ぎようとしている
が, これまでの歴史研究が近代国家の成立と展開を明らかにするために
l9世紀的世界を考察対象としてきたように, 今度は20世紀的世界につ
いても同じように検討する必要が出てきたのではないかと思われる。
西洋近代史領域からみて, 19世紀的世界とは, 一般にイギリスを中心
とした資本主義体制が成立 ・展開した時代であり, イ ギ リ ス が, 国民国
l'' 本特集は, 平成17(2005)年l2月l5日に東北学院大学において 「アジア世
界における大英帝国と大日本帝国」 と題して開催されたシンポジウムをもとに
報告者から論文としてl!;き改めてもらったものを収めている。な ぉ, 本シンポ
ジウムは, 社会経済史学会東北部会との共催で開個された。
( 2' 20世紀全体を対象とした研究は数多く存在するが, 紙面の関係上, 一般向け
の著書として以下の数点を挙げてぉく 。 エ リ ッ ク ・ホプスポーム(河合秀和訳)
「20世紀の歴史:極端な時代」上・下巻, 三省堂, l996年,E.J.Hobsbawm.Age
of Extremes.・ Tlte Sho,r l T ule,llliethCentmy, 1914-1991,London,1994;野
田宣雄「20世紀をどう見るか」文芸春秋, l998年;小林道選「20世紀とは何で
あったか」日本放送出版協会, l994年;読売新間社編「20世紀はどんな時代で
あったか」 全8巻, 読売新間社,1998-2000年; 「20世紀の歴史』全l9巻,平
凡社, l990- l996年。また,20世紀をシステムの視点から検討した研究として,
東京大学社会科学研究所編 「20世紀システム」全6巻, 東京大学出版会, l998
年。
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家, 帝国, そしてヘゲモニ一国家として, 世界システムの構築において
主要な役割を果たしたと理解できる。換言すると, イギリスを中心とし
た ョ一口ツパ諸列強がアジアやアフリカの国々を次々 と植民地支配に組
み込むことによって世界経済への原料・食料供給地として, さらには製
品販売市場として編入した時期であった。 その世界経済への組み込み方
法として, イギリスは, 多角的貿易決済システム, そしてそれを支える
ポンド体制(国際金本位制)を打ちたて, さらには軍事的にもイギリス
海軍によるシーレー ンの維持によって国際秩序体制を作り上げたのであ
る。
これと同様に, 20世紀的世界を概観すると, 二つの世界戦争, 米ソを
中心とした冷戦構造の成立・ 発展・崩壊, 国際連盟や国際連合という国
民国家さらには帝国を超越した国際的安全保障体制の成立, 帝国の解
体=脱植民地化とそれにともなうアジア ・ アフリカ諸国の国民国家とし
ての自立化, そして, 親権国家としてのイギリスの衰退とアメリカとの
主役交代など次々 と20世紀に特有な事象が起きたことがわかる。
このような事象を整合的に理解する一助として,2005年5月に東北学
院大学で日本西洋史学会が開催された際, 国際シンポジウム 「帝国の終
罵と国際秩序の再編 アジアをめぐる欧米諸国の相克」 を企画し, 冷戰
構造の確立期が脱植民地化=帝国の終焉期であったことに着日して, 戦
後 ア ジ ア に お け る イ ギ リ ス か ら ア メ リ カへのヘゲモニ一交代のプロセス
を議論した ( 3 )。 この時の狙いは, 戦後アジア世界から 20世紀的世界の特
徴を展望しようとしたわけであるが, 南アジアと束南アジアにおけるイ
ギ リ ス と ア メ リ カ と の ヘゲモニ一交代のプロセスとアジアの自立化に主
'o' 詳しくは, 渡辺昭 ,福「帝国の終薄とアメリカ」山川出版社, 2006年を参照。
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眼がおかれたため, 戦前の状況や東アジア世界について十分に検討でき
ず, その後の検討課題として残つていた。 そこで, 今回の企画は, 西洋
史領域にとらわれずに, 束洋史, 日本史領域まで広げて, グローバルな
視点から間題を検討しようとした試みである。
も う一つは,2005年はアジア・太平洋戰争終結60年の年に当たり, ア
ジア世界における日本の役割と対応に関心が集まっていることである。
戦後60年の節目の年ということで, 改めてアジア・太平洋戦争の意味を
間い直す状況が生み出されている。 特に 「端国問題」 が日本国内のみな
らずアジア近隣諸国の関係を悪化させているし, これによって日本の戦
後史に関する記述は中国に主導権を奪われたという見解さえ生み出して
いる。か く し て, 日本の戦後補償を含めてアジア ・太平洋戦争の歴史的
意味をもう一度しっかりと問い直そうという動向が現れてきているので
ある l 4 l〇
また経済分野につい て み る と, 近年, 日本とアジア諸国の経済関係が
ますます注日されている実情がある。2005年12月12日(月)の首脳会
議 「アセアンプラス3(アセアン諸国十中国, 韓国, 日本)」が ク ア ラ ル
ンプールで開催され, クアラルンプール宣言 「東アジア共同体」 が採択
された ( S )。 このアセアンの動きは, 新興工業経済地域(NIEs) と 称 さ れ た
(') 1945年を断絶としてとらえず戰前・戦中・戦後をトータルに把握するという
視点からアジア・太平洋職争の歴史的意味を問い直そうとする企画が注目され
る。倉沢愛子, 杉原達, 成田能一, テ ッ サ・モー リ ス・スズキ, 油井大三郎, 吉
田裕編「アジア・太平洋戰争」金8巻, 岩波:書店, (2005年刊行開始)。 また, 日
本外務省歴史文化センターにおいて, 太平洋戰争開始に関する資料を12月8
日 か ら イ ン タ ーネットで公開している。 http://www.jacar.go jp/を参照。
lS' アセアン(東南アジア諸国連合)は, l967年8月にインドネシア, マレーシ
ア, フ ィ リ ピ ン, シンガポール, タイの5力国によって 「東南アジア諸国連合
宣言」 (通称パン コ ク宣)が採択され設立された。その後1984年にプルネイ , 9 5
年にベトナム,97年にミャンマーとラオス, そして99年にはカンポジアが正式
に加盟し, アセアンがめざした東南アジア全l0力国による地域協力連合(アセ
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韓国, 台湾, 香港, シンガポールの日覚しい経済発展によって, 同じア
ジア諸国においてもアセアン諸国のNIEs との経済的格差が頭著になっ
てきた現状を踏まえて, アジア市場への一層の進出を図りたい日本と日
本の経済援助を期待するアセアン諸国間の協力体制の構築を目指したも
のといえる。
これは, 冷戦構造の崩壊後のアメリカの一極支配を率制しながら, ア
ジアの自立化をよりいっそう強化しようとする動きを示すものであり,
さらにはアジアにおける日本と中国の主導権争いをも生み出してぉり,
新アジア国際秩序の再編においてアジア外交の役割がますます重要に
なってきたことを示している。この動きは, ヨーロ ツパにおける ョーロ ツ
パ連合EU が経済的政治的により自立化を図ろうとした動きと類似して
お り, 言わばEUのアジア版と言えるかもしれない。 か く し て, このよ
うな状況を生み出した戦後60年におけるアジア世界の動向を振り返つ
た時に注日されるのは, ヨーロ ツパ帝国主義支配からのアジア諸国の解
放=国民国家としての独立・自立化,日本及びNIEsの目覚しい経済的発
展とそれに伴う他のアジア諸国との経済格差の助長, 反共産主義体制の
もとでアジア国際秩序の再編にむけてアメリカがョーロ ツパ諸国に代
わって積極的に介入してきたことであろう。
そこで, 以上のような戰後アジア世界の動向を視野に入れた上で, ア
ジア世界から20世紀的世界を眺めようとした時に,第二次世界大戦を戦
前と戦後を断絶するものとして理解するのではなく, 戦前と戦後を連続
性があるものとして捉えたら, 「20世紀としてのアジア世界」の歴史像を
アンl0)が実現した。 その連合の日的は, 域内における経済的, 社会的そして
文化的発展の促進, 城内における政治経済の安定確保, そして域内諸間題の解
决などである。
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どのように描けるのかを追及してみたいと考えている。 こうした考えか
ら本シンポジウムは, 両大戦間期, 特に 1930年代のアジア世界における
国際秩序の諸相を, 大英帝国と大日本帝国という帝国間の関係から考え
ることを狙いとしている。簡単に基本事項を確認すると, 両大戦間期は,
ヨーロ ツパの国際秩序体制としてのヴェルサイ ュ体制とアジアの国際秩
序体制としてのワシントン体制という, 二つの体制を基本として, その
国際秩序を コ ン ト ロールするシステムとして国際連盟が創設されたが,
この体制は, 非常に脆弱であり, 諸列強の思惑と世界秩序の回復力の弱
さから世界大恐慌という事態を引き起こした。 イギリスと日本に惹き つ
けて見ると, イギリスは, l9世紀的世界の基軸をなした自由貿易体制と
ポンド ・ スターリング体制の復活をめざしたものの, 再建したシステム
は弱体であったがゆえに, l929年の世界大恐慌を契機にそのシステムを
転換せざるを得なかった。l932年オタワで開かれた帝国経済会議におい
て, 自由貿易から保護貿易体制へ, また多角的貿易決済機構から スター
リ ン グ・プロ ツク体制へと転換し,植民地との関係をますます深めていっ
た (ただこのシステムは, 決して閉鎖的システムではなく開かれたシス
テムであることに留意すべきであるが)。また, イギリス帝国は, 相手国
の主権を奪つた公式帝国(formalempire) と主権を奪わないが主として
経済的影響力下に置く非公式帝国(informalempire) を う ま く 組 み 合 わ
せながら, アジアにおいてはインドを中心に東南アジアを支配し, さ ら
には束アジア, 特に中国への公式支配をもくろんでいた。アジアにおけ
る公式帝国と非公式帝国については, 上海防衛軍防衡間題(l927年)と中
国幣制改革問題(1935年) を手がかりに秋田茂氏によって検討される。
他方,日本は, 明治維新以降産業の近代化を推し進めることによって,
日清戦争- 一日露戦争 日韓併合一第一次世界大戦を通じて, アジアにお
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ける日本権益の拡大をめざしてきた。日本は, l92l年に日英同盟を破棄
した後1927年の金融恐慌を契機に対外膨張へと加速して193l年に満州
国を成立させ, 1937年の日中戦争を契機として満州から東南アジアへと
膨張していった。アジア ・ ナショナリズムが激化して ョーロ ツパ諸国が
後退しっつあった時に, 日本は帝国として膨張していったわけで, 時流
とは逆の方法をめざしていたといえる。
こうしたアジアの情勢に関して, 山室信一氏から, l920年代からl940
年代にかけての世界情勢を視野に入れた国民帝国としての日本の変容過
程について, また河西晃祐氏から, 1930年代後半から日本の南方進出の
諸問題一大東亜共栄圈構想の形成と限界について, それぞれご報告いた
だくことになっている。3人のご報告から, アジア世界においてイギリス
と日本がいかなる帝国の維持拡大を図つたのか, 両帝国の関係や特徴は
いかなるものであったのか, 換言すると, 帝国間関係の体制から見たア
ジア国際秩序の諸相について, 帝国間の協調から対立へ, そして帝国の
崩壊という構図が明らかになるのではないかと思われる。 その際, 各報
告から浮かび上がってくる問題として,次の3点を指摘してぉきたい。第
l は,帝国の変容をもたらした要因であり,共産主義勢力としてのソ連邦
の発展, 帝国に対するアメリカの対応, 国民帝国間の調整機関としての
国際連盟の限界, 世界大恐慌の影響が考えられること, 第 2 は, 帝国内
コ ラ ボ レ ー タ ーの問題であり, これは非常にデリケートな問題であるた
め積極的に語られることは難しいかもしれないが, 帝国の維持とナショ
ナ リ ズ ム の 機 能 と い う ア ン ビヴ ァ レ ン ト な 対 応 を 迫 る こ と に な っ た こ
と ( 6 ), 第 3 は, アジアにおける帝国間の国際関係の間題であり,大英帝国
( 6' た と え ば, 倉沢愛子編 「東南アジア氏の中の日本占領」 早翻田大学出版部,
1997年の第一部 「統治機構・ リーダーシップの持続と変容」 を参照。
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と大日本帝国の協調と対立, アメリカの対アジア政策, すなわち, 英一日
一米の関係, そして帝国関係から見たアジアにおけるアジア・太平洋戦
争の必然化, 以上である。 なぉ, 山室報告と河西報告に対しては日本近
現代史の立場から岩本由輝氏に, 秋田報告に対してはョーロ ツ バ近現代
史の立場から関内隆氏に, それぞれコ メ ン ト を い た だ く こ と に な っ て い
るo
